
 

 

 

 

コミュニティバスを利用した 

貨客混載事業を開始！ 
 

コミュニティバスの空きスペースを利用し、地元で生産された野菜等を輸送する貨客

混載事業を開始します。 

なお、コミュニティバスを利用しての貨客混載事業は、県内初の取組となります。 

  

記 

 

１ 事業開始日  

３月４日（土）から随時 

 

２ 事 業 内 容  

生産者が野菜等を御津町にある神姫バスアグリ事業課（たつの集荷場）に集積し、

コミュニティバスの１座席を活用して、マルアイたつの店まで輸送します。 

 

 

 

 

 

 

３ 事業効果 

  ・効率的に配送できるようになり、CO2削減等の環境負荷が軽減 

  ・交通事業者、物流事業者の運転手不足の緩和、解消 

・運賃収入の増加による、安定した公共交通の運営 

 

４ 輸 送 区 間   

市民病院～はつらつセンター前（令和跨線橋ルート） 

 

５ 輸 送 料 金 

１コンテナ当たり１００円 

※積載の安全性を考慮して、１回の輸送あたり６コンテナを上限とします。 

 

  

 

たつの市臨時記者発表資料 

発表年月日 令和５年２月２７日（月） 

担 当 課 都市政策部まちづくり推進課 

電   話 0791-64-3121 県内初 

積込イメージ 

※３月４日（土）の実施便は、下記のとおりです。 

「市民病院１０：４９発車」「はつらつセンター前１１：１０到着」 

 


